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研究成果の概要（和文）：研究1：地域在住高齢者を対象とした調査により、口腔機能の軽微な低下の重複を意
味するオーラルフレイルと孤食との関連性を明らかにした。また、6年間の縦断研究により、唾液分泌低下に食
欲の低下が影響していることが示された。
研究2：地域在住高齢者を対象とした横断研究および縦断研究により、身体的フレイルの発現の予測因子となる
口腔要因の探索を行った。横断データ・縦断データによる分析ともに、口腔乾燥感の自覚が身体的フレイルの発
現の有意な関連要因となることが示された。

研究成果の概要（英文）：Study 1: A survey of community-dwelling older adults revealed an association
 between oral frailty and solitary eating. In addition, a 6-year longitudinal study showed that 
decreased salivary secretion was influenced by decreased appetite.
Study 2: A cross-sectional and longitudinal study among community-dwelling older persons 
investigated oral factors as predictors of the development of physical frailty. Both cross-sectional
 and longitudinal data analyses indicated that xerostomia was a significant associated factor for 
the development of physical frailty.

研究分野： 老年歯学

キーワード： オーラルフレイル　口腔機能　身体的フレイル　地域在住高齢者　食欲

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題によって、孤食や食欲の低下は、オーラルフレイル発現のサインとなりうる可能性が示された。さら
に、口腔乾燥感の訴えは、将来的な身体的フレイルの発現の予測因子となる可能性が示された。口腔の健康状態
と全身の健康状態は密接な関連性を持つことから、加齢に伴う口腔機能の軽微な低下の兆候に早期発見するため
の、評価項目を明らかにすることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
加齢に伴い、生理的な予備能の低下によってストレスへの脆弱性が亢進した状態を意味する

フレイル（Frailty）の予防が重要視されている。フレイルは、しかるべき介入により再び健常
な状態に戻るという可逆性が包含されていることから、フレイルに陥った高齢者を早期に発見
し、予防的な介入を講じることが重要である。フレイル・サイクルには、低栄養や食欲の低下が
含まれており、フレイルの入口として、口腔機能低下の重複を意味する「オーラルフレイル」の
概念が提唱され、身体的フレイル、要介護認定、総死亡のリスク因子となることが報告されてい
る 1)。特に高齢期における口腔保健の維持・増進は、運動と社会参加、Quality of Life に直結
した問題となることから、機能低下の徴候を早期に発見し、しかるべき介入を図ることが、健康
増進においてきわめて重要である。 
 
２．研究の目的 
全身的なフレイルおよびオーラルフレイルの予測因子を探索することを本研究の目的とした。

保健医療専門職が、フレイルおよびオーラルフレイルのリスクのある者をスクリーニングする
だけでなく、地域住民自身のオーラルフレイルの気づきのツールとなり、行動変容につなげてい
ることにより、健康寿命の延伸を目指したヘルスプロモーションに寄与することができると考
えられる。口腔機能の低下に関連する要因と、身体的フレイルの発現に影響する口腔要因の探索
を行った。 
 
３．研究の方法 
1) 研究 1:地域在住高齢者におけるオーラルフレイルに関連する要因の探索 
 東京都内在住の高齢者 722 名（男性 277 名、女性 445 名、平均年齢 79.1 歳）を対象とした。
オーラルフレイル（OF）の定義は、Tanaka らの報告を参考に、現在歯数、口腔運動巧緻性、ガム
の咀嚼力、舌圧、咀嚼困難感、嚥下困難感の 6項目を採用し、基準値以下の項目が 3項目以上該
当する者を OF 群、1～2 項目該当する者を pre-OF 群、該当項目がない者を健常群とした 1)。OF
の発現有所見率のほか、OF 発現の有無を従属変数、孤食の頻度、食品多様性スコア、体格指数
を独立変数、年齢、性別、Geriatric Depression Scale 点数、既往歴、喫煙習慣、同居家族の有
無を調整変数とした順序ロジスティック回帰分析により食生活との関連性を検討した。 
 
2)  研究 2:地域在住高齢者の唾液分泌低下に影響する要因の縦断的検討 
 東京都内在住の高齢者 220 名（男性 80 名、女性 140 名、ベースライン時年齢 66-86 歳）を対
象として、基本属性、食欲低下の有無（CNAQ-J 点数 29 点以下）、体格指数、血清アルブミン濃
度、喫煙習慣、全身疾患の数、多剤服用（5剤以上）、外出頻度、現在歯数、咬合圧、反復唾液嚥
下テスト（RSST）、口腔乾燥感の自覚の有無について評価した。また、唾液分泌量はワッテ法（30
秒）を用い、0.1ｇ未満を唾液分泌低下群とした。6 年後の唾液分泌低下発現の有無を従属変数
として、ロジスティック回帰分析を用いて関連因子を検討した。 
 
3)  研究 3:身体的フレイルの口腔関連要因の横断的検討 
 東京都内在住の高齢者 643 名（男性 242 名、女性 401 名、平均年齢 73.9 歳）を対象として、
基本属性、体格指数、教育年数、喫煙習慣、全身疾患の数、多剤服用（5剤以上）、認知機能（MMSE-
J 得点）、精神的健康状態表（WHO-5）について評価した。口腔機能に関連する項目として、現在
歯数、オーラルディアドコキネシス、咀嚼チェックガムを用いた。口腔乾燥の評価には、安静時
唾液分泌（30秒ワッテ法）、Summed Xerostomia Inventory（SXI）を用いて主観および客観評価
を行った。 
 
4)  研究 4:身体的フレイル発現の予測因子に関する縦断的検討  
 東京都内で実施した来場型健診「板橋お達者健診」に参加した地域在住高齢者 762 名のうち、
ベースライン（以下、BL）の 2014 年時点でフレイルに該当した者、データ欠損のある者、5 年
間の追跡期間に一度も調査に参加しなかった者を除いた、609 名（男性 245 名、女性 364 名、平
均年齢 73.4±5.6 歳）分のデータを分析対象とした。フレイルの評価には改訂日本版 CHS 基準を
用い、5項目中 3項目以上該当する場合にフレイルと定義した。口腔乾燥感の評価には、基本チ
ェックリストに採用されている質問項目を用いた。Kaplan Meier 法と Log-rank 検定により、口
腔乾燥感の有無によるフレイル発現の差異を比較した。さらに BL時の性別、年齢、全身疾患数、
多剤服用の有無、認知機能、体格指数、アルブミン値、教育歴、喫煙習慣、現在歯数、機能歯数
を共変量とした Cox 比例ハザード回帰分析を用いてハザード比を算出した。 



４．研究成果 
1) 研究１：孤食である者の割合は 36.0%を
占め、57.2%が pre-OF、19.3%が OF と判定
された。多変量解析の結果、年齢、性別、
BMI 等の因子を考慮しても、孤食は OF と有
意に関連していた（調整オッズ比、1.82
［95％信頼区間、1.14-2.90］）。孤食とオー
ラルフレイルとの間に有意な関連がある
ことが示された。 
 
2)研究 2：6 年間の観察期間において唾液
分泌低下を認めたのは 19.5%であり、ベー
スライン時の食欲不振者の割合は 43.2%で
あった。年齢、性別、うつ等の要因を調整
した多変量解析の結果では、食欲不振（調
整オッズ比、2.65［95％信頼区間、1.26-
5.57］）と多剤服用（調整オッズ比、3.29
［95％信頼区間、1.06-10.19］）が、唾液分
泌低下発現の有意な関連要因であることが示された。食欲の低下は、高齢期における唾液分泌低
下のリスク因子となる可能性ある。 
 
3)研究 3: 対象者のうち 4.5%が身体的フレイル、49.8%が身体的プレフレイルに該当していた。
交絡因子を調整した順序ロジスティック回帰分析では、主観的口腔乾燥感の程度を評価する SXI
スコアが、身体的フレイルと有意に関連していた（調整済みオッズ比：SXI1 点ごと、1.12；95％
信頼区間、1.06-1.19）。一方、安静時唾液量と身体的フレイルの間に差は認められなかった。 
 
4)  研究 4:追跡期間の平均値は 3.4±1.3 年であり、フレイルの累積発現率は 17.9%であった。
Log-rank 検定の結果、ベースラインにおいて口腔乾燥感がある群のフレイル発現率は 37.0%で
あり、口腔乾燥がない群（20.3%）と比較して有意に高かった。共変量で調整した Cox 比例ハザ
ードモデルでは、身体的フレイル発現に対する口腔乾燥感のハザード比(95%信頼区間)は 1.56
（1.02-2.38）であった。口腔乾燥感の自覚は、身体的フレイル発現と関連していたことから、
将来のフレイルのリスクを高める因子であり、今後、地域におけるさらなる実態把握と口腔乾燥
への対応が求められると考えられた。 
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表１ 口腔乾燥感が身体的フレイルの発現に与える影響 
―COX 比例ハザード回帰分析―  

Crude Model Model 1 Model 2 

HR 95% CI HR 95% CI HR 95% CI 

 口腔乾燥感あり 1.98*** 1.36-2.91 1.94** 1.32-2.84 1.80*** 1.22-2.66 

 年齢 1.08*** 1.04-1.11 1.07*** 1.04-1.11 1.07*** 1.03-1.10 

 性別（1:男性, 0:女性） 0.96 0.65-0.14 0.98 0.66-1.44 0.97 0.65-1.45 

 現在歯数 0.98 0.96-1.00         

 機能歯数 0.95 0.91-1.00         

 教育歴 9年未満 2.20*** 1.40-3.47     1.78* 1.12-2.85 

 服用薬 5剤以上 1.68** 1.14-2.49     1.22 0.79-1.90 

 全身疾患の数 1.16* 1.14-2.49     1.04 0.88-1.22 

 現在喫煙習慣あり 1.86* 1.06-3.25     1.67 0.93-3.00 

 BMI18.5 未満  1.20 0.63-2.31         

 アルブミン値 4.0 未満 1.34 0.55-3.30         

 MMSE24 点未満 1.48 0.36-5.98         
HR:ハザード比; CI:信頼区間    *P < 0.05, **P < 0.01, ***P < 0.001 
Model 1 年齢,性別で調整           Model 2 年齢,性別,Crude model で有意だった変数 

図１ 口腔乾燥感の有無による 
身体的フレイル発現率の差異 
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